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日本植物形態学会設立集会の折り、黒岩先生が確か、とりあえずは10年を目指しましょう

と決意表明されたことを思い出します。10年どころか30年を超え、感無量です。設立後、10

数年を経るうちに、日本植物学会の前日開催という運営形態ゆえに、サテライトミーティン

グ的な気分がもたらされ始め、それではいけない、“ちゃんとした学会”へ成熟させようとす

る機運が高まったと記憶しています。そして2005年に当時の第6代河野重行会長から形態学会

将来計画WGへ諮問があり、翌2006年に最終報告（資料1）が答申され、そこでは、学会誌Plant 

Morphologyにもふれています。 

時期は少しさかのぼりますが、2004年だったと思います、河野会長から学会誌の編集を担

当するように依頼されました。私はその前年に、東京都臨床医学総合研究所（現東京都医学

総合研究所）から弘前大学農学生命科学部に転出したばかりでまだまだてんてこ舞いしてい

る最中でしたが、上述した“機運の高まり”に乗せられて、お引き受けいたしました。幸い、

宮沢豊先生（現山形大）が当時すでに東北大に、また弘前大には着任されたばかりでしたが

福沢雅志先生がおられたので、私を含めた3人で編集委員会を立ち上げました。 

この編集委員会では2点の課題を設定し、そのうち学会誌の体裁の問題を最優先としました。

それまでは、1頁1段組であったため、立派な内容の論文が、見た目はいわばレポート的な体

裁であることから、会員から改善の要望が出ていました。この改善は“ちゃんとした学会”

へ成熟するために必須な過程でした。宮沢先生の記憶と記録では、当時の投稿規定では、「・・・

タイプライターやワードプロセッサーを使用したものに限る」という文言があり、さらに送

られてきた最終稿をダイレクトに印刷していたので、論文によってフォント（特に欧文フォ

ント）や1頁の行数がバラバラだったという問題点もありました。1巻が発行された1989年に

はまだパソコンが普及しておらず、さらに、なるべく経費をかけずに学会誌を発行せざるを

得ない状況では、致し方のないことでした。 

しかしその後のワープロソフトの進歩により、2005年当時はすでに、だれでも自在にペー

ジ割り付けができる環境にありました。そこで、学術論文の体裁である、1頁2段組にリニュ

ーアルすることにしました。さらに、編集委員の負担軽減も兼ねて、会員自ら1頁2段組の体

裁で投稿していただくように変更いたしました。そのためのフォーマットを宮沢先生と福沢

先生に作成していただき、投稿者はそれに上書きするだけで原稿ができあがるように準備い

たしました。 



16巻と17巻はいずれも弘前で印刷しましたが、前者は従来の体裁を単に引き継いだもので

すが、後者は翌年リニューアルした体裁で印刷しました。植物形態学会HPで、学会誌、そし

てJ-STAGEへと進んでいただき、16巻と17巻の論文のPDFを開いて比較していただければ、そ

の違いがおわかり頂けるでしょう。これによりレポート的論文から科学論文への転換ができ

ました。 

また、もう一つの問題は、雑誌の奥付に記載された発行年と実際の発行年が乖離しており、

実際の発行が大幅に遅れていたことです。それを解消するために、実際は毎年発行し続けた

のですが、奥付の発行年を1年スキップし、さらに19、18巻を合併号にして帳尻を合わせまし

た。J-STAGEの巻号一覧をご覧になると、それがわかります。 

その後の編集委員会・委員長のご努力の結果、投稿原稿作成方法が簡便化され、より投稿

しやすく、よりよい学会誌となっております。ただ一つ残念なことは、その当時も現在も、

オリジナル論文の投稿が多くない点です。研究は論文にすることにより初めて時代を超えて

人類の“智”として残ります。どんな些細なことでも後世に残しておくことが科学者の責務

です。学生会員の方々も、是非活用して下さい。 
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